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思い
が
け
もなく
標
題の
展望を
求め
ら
れたけ
れど
も 、
と
うてい

私などの
よ
く
するとこ
ろで
は
ない 。
しか
し 、
会員の一
人で
あっ

てみ
れ
ば 、
せ
め
て一
年だ
けは
お
受けし
な
くて
は
あい
すまぬと
思

い 、
拙い
なが
らと
もか
く

責をふ
さぐこと
と
し
た 。
上
限を
十一
世

紀末に
おい
たが 、
前代の
担
当
者と
打
合わせ
なかっ
たの
で 、
一
部

重
複が
あるか
もし
れ
ない 。

一 、
中
世

前
例に
従っ
て 、
作品
中心に
見れ
ば 、
前期で
は
今
昔
物語集と
平
家

物語と
に
集
中
的で
ある。
ま
ず 、
前
者につ
い
て 、
「『今
昔
物語集』
に

お
ける
言
語の
問題」(
馬
淵和
夫 、
解
釈と
鑑
賞 、
六)
は 、
こ
の
書の

言
語
を
表
現類型の
面か
ら
考
察し 、
私
的な
場面に
佼わ
れる
性
格の
言

語で
あるが 、
変態
漢文に
近い
語
法・
語
葉を
も
ち 、
簡
単に
口
語りの

要
素
を
多分に
含
むとの
み
は
言えない
と
され
た 。
その
変態漢文との

関
係につ
い
て
は 、
「今
昔
物語集に
於ける
変態
漢
文の
影
響につ
い
て

||
『問』
の
用
法をめ
ぐっ
て
||」(

峰岸
明 、
国
語学
ぎ
が
ある。

形
式
用
言的な
「
間」
が
変態漢文の
系
統を引く
もの
で
あり 、
それが

本
朝
部
前半(巻一
一
|二

O)
に
多い
こと
か
ら 、
漢
文
訓読
調と
され

る
巻一
|二

Oの
うち 、

後半に
は
変態
漢
文の
影
響が
大きい
こ
と
を指

(

中

世

以

降
)

フに
本本

武

田

摘し
た
点に
意
味が
あ
る。
「今
昔
物語集の
擬
声語の
用
例」
(桜
井
光

昭、
早
稲田
大
学 、
学術
研
究8)
で
は 、
擬
声語の
用
例を
拾い 、
それ

が
巻二
O以下
和文
体の
部分に
多い
こと
を
説い
てい
る。
「 Pコ
トシ
と

い
ふ
一治の
形
態と
位
相
||今

昔
物語集の
用
例二
三
||」(春
日和男 、

文芸と
恩
惣日)
は 、-コ
トンの

性格を追
求し 、
国文
調・
漢文
調に
共

通な ぜコ
トシに

対して
「
如キナ
リ」
は
漢文調に 、
「
如クナリ」
は
国

文
調に
用い 、
後者が
広い
分布を
示すとこ
ろか
ら 、
男子語
脈の
国文

調化し
た
訓読
語の
有力なこと
を
見て
と
る
など 、Pコ
トシ

系
諸形を文

体的・
位相的に
と
ら
えた
もの
で
ある。

説話
文学の
文
体につ
い
て 、
「
説話
物語の
解釈と
文
法上の
問題
点」

(護
辺
綱也 、
解釈と
文
法5)
は 、
口
語的
要素は
多分に
含み
なが
ら

も 、
文
体的に
は
今北田・
古本説話集・
宇
治
拾造三
者
間に
著しい
違い

を
見ない
と
し 、
解
釈
上の一
問
題
点に
連体終止をあげてい
るが 、
そ

れに
関して
は
右三
蓄を資料と
し
た
「院政
期の
連体形
終止」
(山
内

洋一
郎 、
国文
学致幻)
が
あっ
て 、
引
用の
文と
地の
文とで
連体形
終

止に
対する
主
語の
あらわ
れ
方に
違い
が
見ら
れること 、
連体形
終止

と
なるこ
との
ない
活
用
連語が
あること
など
を
論じてい
る。
「
古本

説話
集
索引(一一)」(
広
島
大
学文
学部国
語学研
究室)
も 、
助詞・
助

動
詞
惜捕を加
えて 、
前
年の
(一)
とと
もに
完
結を
見た 。
「今
昔
物語
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集
(一)」
(
日
本
古
典
文
学
大
系
辺)
は 、
訓
法・
語
形・
語
義に
関
す
る

頭
注 、
特に
詳
密
な
補
注に
注
意
すべ
き
もの
が
多
く 、

今
昔に
限
ら
ず
当

時
代
語の
研
究に
参
考
すべ
き
もの
で
あ
る 。

平
家
物
語
関
係の
論
文
は 、
講
座
「
解
釈と
文
法5」
と
「
名
古
屋
大
学

国
語
国
文
学2」
の
「
平
家
物
語の
言
語」
特
集
号に
集
まっ
て
お
り 、
こ

の
う
ち 、
平
曲と
し
て
語
ら
れ
た
平
家が 、
話
し
言
葉・
書
き
言
葉・
う
た

い
諮
る
言
葉の
三
元
的
性
格
を
もつ
こ
と
を
述べ
た
「
平
家
物
語の
言
語」

(
高
木
市
之
助 、
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学2)
が
総
論と
もい
うべ
き
も

の
で
あ
る 。
「
解
釈と
文
法5」
所
収の
「
語
り

木
平
家と
文
法」
(
渥
美か

を
る)
に 、
詞
章の
品川
き
を
中
心
と
し
て
平
家
正
節の
性
格
が
論
ぜ
ら
れ 、

「
平
家
物
語
と
中
世
話
法」
(
山
田
綴)
に 、
終
止・
連
体
同
形
化の
影
響

や
付
属語の
注
意
すべ
き
用
法が
説か
れ
た
ほ
か 、「
平
家
物
語の
解
釈の
問

題
点」
(
古
市
貞
次) 、
「
平
家
物
語の
解
釈と
文
法
上の
問
題
点」
(
富
倉
徳

次
郎) 、
「
平
家
物
語の
敬
語
法」
(
宮
坂
和
江)
な
ど
の
諸
篇に
は 、
具
体

例に
即し
て
注
意
すべ
き
語
法
や
表
現
様
式
等に
関
す
る
考
察が
盛
ら
れ
て

い
る 。「

一千
家
物
語に
見
え
る一
つ
の
表
現
形
式に
つ
い
て」
(
西
国
直
敏 、
国

語
と
国
文
学
十二)
は 、
「・
:・

は」
形の
提
示
題
目に
対
す
る
述
部
が
長

大
な
セ
ン
テ
ン
ス
群
か
ら
成
る
も
の 、
「
平
家
物
語に
お
け
る一
種の
子
持

ち
文に
つ
い
て」
(
南
不二
男 、
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学2)
は 、
文
中

に
お
い
て一
文
た
り

得
る
形
を
もっ
部
分
を
含ん
だ
文 、
い
ず
れ
も
特
異
な

構
文
を
と
り
ゐ
げ
て
芳
察し
た
もの
で
あ
る 。
「い
わ
ゆ
る
遠
称の
指
示
語

の一
特
殊
用
法に
つ
い
て
||
平
家
物
語の
沼
例
よ
り

湖っ
て
llj」

「
清

水
功 、
同
誌
2)
は 、
ヵ・
ア
系
指
示
語
で
相
手ま
た
は
相
手の
勢
力
圏
内

の
素
材
を
さ
す
用
法は
上
代
ま
で
湖
る
もの
だ
が 、
室
町
期に
は
少
な
く
な

り 、
近
世
以
後
は
ほ
と
ん
ど
見え
ない
こ
と
を
述べ
て
い
る 。
「
ま
ら
う
ど

考
||

平
家
正
節に
お
け
る
〔
||ヒ
ト〕 、

〔
||ピ
ト〕

の
音
便
形の
最

後の
モ
i
ラ
の
清
濁に
つ
い
て
||」(

近
藤
政
美 、
同
誌
2)
は 、
室
町

末
期
までマ
ラ
ウ
卜

で
あっ
た
の
が
その
後7
ラ
ウ
ド

に
変っ
た
理
由
を
考

究
し
た
もの
で
あ
る 。
清
濁
を
異に
す
る
語
は
ほ
か
に
も
多い
が 、
そ
れ
ら

を
考
え
合
わ
せ
る
必
要は
ない
で
あ
ろ
う
か 。
な
お 、
平
曲の
発
音
法
を
考

察
し 、
音
韻
史
ない
し
は
ア
ク
セ
ン
ト

史
研
究に
資
すべ
き
点の
あ
る
こ
と

を
述べ
た
「
平
曲の
音
声」(
金
田一
春
彦 、
音
声
学
会
会
報UP
5じ
が
あ

る 。
日
本
古
典
文
学
大
系
「
平
家
物
語
(
上
こ
の
解
説に
は 、
表
記・
語
法・

語
葉の
概
説が
あ
り 、

語
実に
は
詳しい
補
注
も
あ
る 。
「
平
家
物
語
僻
案

抄」(
金
田一
春
彦 、
名
古
屋
大
学
国
語
国
文
学2)
は 、
右
補
注の
余
材

に
成っ
た
と
の
こ
と
だ
が 、
と
もに
新
見が
ま
れ
で
ない 。
こ
の
面
で
は
「

平
家
物
語の
語
実・
用
字
法」
(山
田
俊
雄 、
解
釈
と
文
法5)
も
有
益で 、

こ
と
に
用
字
法に
つ
い
て
は 、
同
氏の
「
熱
田
本
平
家
物
語の
漢
字と
その

用
法の一
側
面
(
三)

||
『
賛』
の
用
法
を
中
心に
||」

(成
城
文
芸

凶)
が
(一)
(一一)
に
続
く
好
論で
あっ
て 、
漢
字
表
記へ
の
慎
重な
対

し
方に
教
え
ら
れ
る
点が
多い 。
個々
の
語
を
問
題と
す
る
もの
で
は 、
従

来四
段・
下二
段と
さ
れ
る
「お
は
す」
を 、
多
くの

用
例か
ら
帰
納
的に

サ
変で
あ
る
と
論
じ
た
「
延
慶
本
平
家
物語の
『お
は
す』
活
用
考」
(
宮

地
幸一 、
国
語
研
究
9)
や 、
マ
ヰ
ラス・
7
ラス
を
平
家の
文
語
本と
天

草
版口
訳
本と
に
つ
い
て
検
討
し
た
「7
ラス
の
源
流」
(
安
田
喜
代
問 、

日
本
文
学
論
究
げ)
と
が
注
意
さ
れ
る 。
7
ヰス
の
例は
「
日
蓮
聖
人
選
文

の
『まい
せ』
に
つ
い
て」
(
高
橋一
夫 、
こ
と
ば
の
研
究)
に
多
く
あ
げ
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て
あ
る
が 、
7
ヰ
ラ
ス
と
併
存
す
る7
ヰス
を
表
記
ど
お
りに

受
け
取っ
て

よ
い
か
を
疑っ
て
あ
る 。

方
丈
記に
は 、
「
方
丈
記の
解
釈と
文
法
上の
問
題
点」
(
土
田
知
雄 、
解

釈
と
文
法
5)
を
見
る
の
み
だ
が 、
徒
然
草に
は 、
沙
石
集と
対
比
し
つ

つ 、
擬
古
文と
し
て
前
代の
表
現に
当
代口
語の
反
映が
ど
の
よ
うに

見
え

る
か
を
論
じ
た
「
徒
然
草と
中
世
語
法
||

主
と
し
て
沙
石
集と
の
比
較に

お
い
て
||」

(
白
石
大二 、
同)
や 、
第一
段に
集
約
的に
提
示
さ
れ
た
主

題
が
各
段に
具
体
的
展
開
を
な
す
と
見 、
構
文
上の
特
色
を
数
え
た
「
徒
然

草の
主
題の
展
開と
構
文」
(
鈴
木一
彦 、
同)
が
ゆめ
る 。
ま
た 、
「
徒
然
草

の
解
釈と
文
法
上の
問
題
点」
(
白
石
大二 、
同)
に
は 、
解
釈
上
異
説の

あ
る
点
を
重
点
的に
と
り
あ
げ
て
あ
る 。

室
町
期に
入
る
と 、
ま
ず
抄
物
関
係で
「『ダ』
と
あ
る
種の
抄
物」
(
大

塚
光
信 、
国
文
学
致
幻)
が
あ
る 。
ダ
を
含
む
抄
物に
検
討
を
加
え 、
ダ
の

存
在
自
体が
東
国
語
脈の
決
定
的
要
素で
は
ない
と
し
て 、
東
国
語に
関
係

あ
る
もの
を
二
三
種に
狭め
て
い
る 。
同
氏に
は
別に
京
大
蔵六
冊
本の
成

立
事
情
を
子
細に
検
討
し
た
「
漢
書
抄に
つ
い
て」
(
国
語
学お)
が
あ
る 。

右二
篤と
も 、
諮
述・
抄
出・
書
写・
編
纂の
事
情
を
個々
の
抄
物に
つ
い

て
追
究
し 、
そ
う
し
た
資
料の
性
格
を
見
定め
て
利
用
す
る
手
堅
さ
を
教
え

る
もの
と
し
て
も
注
目
すべ
きで
あ
る 。
「
抄
物
語
集
考」
(
鈴
木
博 、
国
文

学
孜
幻)
は 、
ベ
ン
タ
ウ・
ナッ
ク
等の
文
託
を
抄
物に
求め
て
意
味
を
考

定
し
た
もの 、
「
抄
物の
擬
声・
擬
態
語
葉」
(
寿
岳
章
子 、
京
都
府
立
大
学

国
語
国
文
学
会
誌
1)
は 、
蒙
求・
毛
誇・
江
湖
集・
山
谷・
碧
般の
五
抄

物に
見
え
る
擬
声・
擬
態
語
を
抽
出
し
て
五
十
音
順に
配
列
し
た
もの
(ア

ー
タ
行)
で
あ
る 。
抄
物
を
資
料と
し
て 、
お
も
な
助
動
詞の
用
法
を
考
察

し
た
もの
に
「
襟
帯
集の
助
動
詞」
(
美
尾
恭
子・
藤
井
暁
子 、
国
文
学
報

2)
が
あ
り 、
同
誌に
は
三
体
詩
抄
中の
め
ぼ
しい
語
業
を
集め
た
「
抄
物

語
業ノ
l
卜」
も
収め
て
あ
る 。
「
永
正
本六
物
図
抄
付
解
説・
索
引」
(
寿

岳
章
子・
棒
島
忠
夫・
大
塚
光
信)
は 、
抄
物
資
料と
し
て一
次
的
な
写

本の
翻
刻で 、
研
究
者に
感
謝を
もっ
て
迎
え
ら
れ
た 。

前
掲の
「
解
釈と
文
法5」
に
は 、
「
謡
曲の
解
釈と
文
法
上の
問
題
点」

(
東
節
夫) 、
「
狂
言の
解
釈と
文
法
上の
問
題
点」
(
春
日
順
治)
の
二
篇
も

あっ
て 、
と
もに
言
語
的
性
格
を
検
討し 、
注
意
すべ
き
若
干の
語
を
取
り

扱っ
た
もの
で
ゐ
る
が 、
後
者
は
虎
究
本に
よ
る
人
代
名
詞の
表
現
価
値の

考
察に
重
点が
お
か
れ
て
い
る 。
狂
言
詞
章の
流
動に
つ
い
て
は 、
「
狂
言

台
本の
史
的
考
察」
(
池
田
広
司 、
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要 、
国
文
学

漢
文
学
論
叢4)
に
細か
な
汚
祭が
示
さ
れ 、
虎
明
本と
固
定
期
台
本と
し

て
の
虎
克
本と
の
問に
和
泉
流
古
本
を
据
え 、
こ
れが
中
世
的
狂
言か
ら
近

世
的
狂
言へ
の
過
程
を
示
す
もの
と
見て
あ
る 。
ま
た 、
大
蔵
皮
明の
子か

孫か
の
筆と
い
う

狂
言
九
番の
う
ち
三
番が
「
大
蔵
長
太
夫
担
狂
言
秘
本」

(
篠
田
融 、
言
語
と
文
芸 、
こ
で
活
字
翻
刻
さ
れ
たの
は
あ
り
が
たい 。

「
女
房
詞に
関
す
る
新
文
献」
(
園
田
百
合
子 、
文
学・
語
学日)
も 、
新

資
料
三
種
を
紹
介し 、
所
収
語
を
比
較
汚
察し
た
もの
で 、
女
房
詞の
変
遷

を
知
る
に
有
益
で
あ
る 。

キ
リシ
タ
ン
関
係は 、
前
年に
つ .つ
い
て
多
くの

論
考が
もの
さ
れ
た 。

ま
ず 、
「
十
六・
七
世
紀に
お
け
る
廊
蘇
会
宣
教
師の
日
本
語
研
究
概
観
(

英
文)」
(
土
井
忠
生 、
日
本ユ
ネス
コ
国内
委
員
会
編 、
東
西
文
化
交
渉
史

国
際シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
講
演
集)
は 、
キ
リシ
タ
ン
語
学の
中
核
を
な
す 、
落

葉
集・
日
葡
辞
書・
ロ
ド
リ

ゲス
日
本
文
典の
三
者 、
中で
も
日
本
文
典を
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中
心
に
外
国
人
向に
述べ
ら
れ
た
もの
で
あ
る 。
その
末
尾で
言
及
さ
れ
た

カ
サ
ナ
テ
文
庫
(ロ
!?)

蔵の一
種の
往
来
物は 、
「
賞
理
師
端
往
来に

つ
い
て」
(
土
井
忠
生 、
キ
リ
シ
タ
ン
研
究5)
に 、
全
文の
写
真と
精
到

な
研
究と
が一不
さ
れ
た 。
「
ヴ
ア
チ
カ
ン
文
庫
蔵パ
レ
ト

手
記の
書
写
に
関

す
る
私
見」
(同 、
国
文
学
孜
れ)
は 、
四
部か
ら
な
る一
五
九一
年ロ
ー

マ
字
写
本の
書
写
事
情
を
精
密に
考
察
さ
れ
た
もの
で
あ
る 。

「
天
草
本
伊
曽
保
物
語
に
見
え
る
宮
と
2
の
表
記」
(
鎌
田
広
夫 、

国
学
院
雑
誌 、
一
-

二
合)
は 、
特に
新
見
を
う
ち
出
し
た
もの
と
は
言
え

ない
が 、
活
用
語の
語
尾に
』己 、
そ
れ
以
外に
2
を
用い
る 、
キ
リシ

タ
ン
の
ロ
ーマ

字
資
料に
通
ず
る
表
記
上の
き
ま
り
を 、
伊
曽
保に
つ
い
て

確
か
め
た
もの
で
あ
る 。
「
天
市
本
伊
曽
保
物語の
研
究
ーーその

表
記
法

に
つ
い
て
||」

(
藤
田
文
誠 、
国
語
方
言4)
も 、
表
記
例
を
類
別・
葉

集
し
た
もの
だ
が 、
オ
段
長
音の
関
合の
混
乱
例
な
ど
に
は 、
な
お
考
究
を

要
す
る
点が
あ
る
よ
う
で
あ
る 。
「日
葡
辞
書と
神
道
用
語」(
今
泉
忠
義 、

国
学
院
雑
誌 、
七)
は 、
主
と
し
てパ
ジェ
ス
の
日
仏
辞
書に
よ
り

神
道
関

係の
語
を
抽
出
邦
訳
さ
れ
た
もの
(五
十
音
順 、
ァ
l
フ) 。
た
ま
た
ま
気

付い
た
の
で
は 、
ウ
プ
カ
ミ
の
条
下 、
「ウ
ブ
ノ
カ
ミ
と
い
ふ
方が
多い」

と
あ
る
部
分
が 、
葡
語
原
文で
は
問Motu目(
む
し
ろ

の
方が
よ
い)
と

あ
り 、
ま
た 、
原
本に
「
神
道」
の
語
と
注
し
た
「ア
シ
カ
イ」
戸
葦
牙)

が
見え
ない 。
こ
の
ほ
か
「
位
葡口
対
訳，辞
書の日
本
語」
(
河
野
亮 、
音

声
学
会
会
報 、
一
O
こ 、
「
技
葡日
対
訳辞
書の
日
本
語
||

活
用の
浮
動

し
て
い
る
動
詞
||」

(
同
氏 、
解
釈 、
こ
が
あ
り 、

前
者は
現
代の
語

形
と

清
濁
を
異に
す
る
もの
を
任
意
抽
出
し
た
もの
で
あ
る
が 、
後
者の
よ

う
に
出
所
を
明
記
さ
れ
た
ら
利
用
さ
れ
よ
うに
と
惜
し
ま
れ
る 。
「
俄
悔
録

に
現わ
れ
た
諸
動
詞の
語
法に
つ
い
て」
(
野
田
法 、
国
語
方言4)
は 、

用
例
をコ
リャ
l
ト

日
本
文
典に
ひ
き
あ
て
て
示
し
て
ゐ
る 。
主
題
を
標
題

の
よ
う
に
設
定
す
る
以
上 、
別の
処
理
法
も
考え
ら
れ
るの
で
は
ない
か
と

田
U

う
。

「
中
谷
本
『ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん』
に
つ
い
て」(
新
井ト
シ 、
ピ
ブ

リ
ア
日)
は 、
椋
題の
書が
刊
年
未
詳パ
ル
ベ
リニ
図
書
館
蔵
国
字
本の
稿

本で
は
な
く
し
て 、
二ハ
O
O
年
以
後の
書
写
本で
あ
るこ
と
を
考
証
し
た

もの
で
あ
る 。
キ
リシ
タ
ン
版の
印
刷に
つ
い
て
は 、
「
き
り
し
た
ん
版
文

字
放」
(
富
永
牧
太 、
ピ
ブ
リ
ア
日
は
日) 、
「
きり
し
た
ん
版
国
字
本の
印

行に
つ
い
て」
(
新
井ト
シ 、
ピ
プ
リ
ア
日
比) 、
「
再び
き
り
し
た
ん
版
『

こ
ん
て
むつ
す
む
ん
地』
の
版
式に
つ
い
て
(
下)」
(
富
永
牧
太 、
天
理
大

学
学
報
ω)
な
ど 、
基
礎
的
な
細
密
な
研
究が
あ
る 。
こ
こ
に
築
者の
拙い

もの
も
あ
げ
れ
ば 、
「日
葡
辞
書に
見
え
る
〈白血凹F
〈
SH
52E
に
つ
い

て」
(
国
文
学
孜幻)
と
「
天
草
版
平
家
物語の
書入
れ
難語
句
解」
と
が

あ
る 。
前
者
は 、
語
中の
ワ
が
ア
に
近
く
実
現
す
る
こ
と
も
φめっ
た
ろ
う
こ

と
を
推
察し
た
もの
で
あ
り 、

後
者は 、
パ
レ
ト

の
書入
れ
を
翻
刻し
拙
訳

を
付
し
た
もの
で
あ
る 。
な
お 、
「ス
ピ
リツ
アル
修
行」
(
原
文
篇4 、
高

羽五
郎)
が
翻
刻
さ
れ
てい
る 。

同
じ
く
外
国
関
係の
もの
を
あ
げ
る
と 、
「『日
本
寄一語』
語
解」
(
福
島

邦
道 、
国
語
学お)
に
は 、
語
解に
新
見の
提
示
が
あ
り 、

且円
額
資
料と
し

て
の
限
界
性の
問
題に
触
れ
て
あ
る 。
「
伊
路
波」
(香
川
大
学)
は
弘
治
五

年
朝
鮮
板の
複
製に一
部
釈
文
を
付
し 、
こ
れに
関す
る
浜
田
敦・
河
野六

郎二
氏の
論
文
も
加
筆
再
録し
て
あ
る 。
釈
文に
は
な
お
考え
るべ
き
点
も

ない
で
は
ない
が 、
何よ
り
も
天
下の
孤
本が
たや
す
く

見
ら
れ
る
よ
う
に

22 



昭和三十四年におげる 国 語 学界の展望一国 語 史 ( 中世以降)ー
なっ
た
こ
と
は
喜
ば
し
い 。

「
入
声
音ツ
に
関
す
る
新
資
料」
(
大
野
透 、
言
語
と
文
芸 、
五)
に 、

「
礼
畢こ
を
四
字と
も
同
じ
長
さに
発
音
す
る
と
の
山
塊
記の
記
事に
よっ

て 、
ツ
を
関
音
節
化し
て
発
音し
た
ろ
うと
あ
る
の
は
注
意
すべ
きで
あ
る

が 、
儀
式の
唱
えご
と
と
し
て
特
殊
な
場
合で
あ
る
こ
と
は
考
えに
入
れ
て

お
か
ね
ば
な
る
まい 。
こ
れに
関
連し
て 、
前
代
末
(一
O一一一一一)
に
成っ

た
大
般
若
経
字
抄
所
載の
特
異
な
音
注に
慎
重な
解
釈
を
加
え 、
当
時の
舌

内
入
声
音が
〔乙
で
あ
る
こ
と
を
述べ
た
「
舌
内入
声
韻
尾と
促
音と
の

交
渉」
(
小
松
英
雄 、
言
語
と
文
芸 、
ニ
に
も
注
意
し
たい 。
「
同一
経
典

に
於
け
る
字
音
速
濁
現
象の
変
遷」
(
福
永
静
哉 、
女
子
大
国
文
日)
は 、

浄
土
三
部
経
読
粛に
お
け
る
連
濁に 、
鎌
倉
期と
江
戸
中
期と
で
相
違
を
生

じ
て
い
る
こ
と
を
指
摘し
て
い
る 。
「
春
鷲
嶋」
(
亀
井
孝 、
国
語
学
却)
に

は 、
驚の
鳴
声は
古
代か
ら
中
世に
至
る
まで
なι・
5
の
形で
と
ら
え
ら

れ
た
こ
と
を
明か
し 、
こ
う
し
た
写
声に
は
古
く
か
ら
〔司〕
音の
存し
た

で
あ
ろ
うこ
と
が
説か
れ
て
い
る 。
ア
ク
セ
ン
ト

の
方
面に
は 、
「ア
ク
セ

ン
ト

か
ら
見
た
古
代の
複
合
語
と
複
合
動
詞」
(
関一
雄 、
未
定
稿
6)
が

あ
り 、

類
取県
名
義
抄
その
他
を
資
料と
し
て 、
複
合
語の
ア
ク
セ
ン
ト

は 、

複
合
関
係の
如
何に
よ
り
あ
ら
わ
れ
方に
違い
の
あ
る
こ
と
を
述べ 、
「
三

巻
本
色
業
字
類
抄
所
載の
ア
ク
セ
ン
ト
||

形
容
詞・
サ
変
動
詞に
つ
い
て

||」
(
桜
井
茂
治 、
菌
学
院
雑
誌 、
四)
は 、
こ
の
書
中 、
形
容
詞
末
尾

の
音
節に
平
声
軽
を
示
す
声
点
を
見
出
だ
し 、
サ
変
動
詞
末
尾
も
同
様で
あ

っ
た
ろ
うと

推
定
し
た
もの
で 、
さ
きに
小
松
英
雄
氏
が
図
書
察
本
類
衆
名

義
抄に
つ
い
て
説か
れ
た
と
こ
ろ
(
国
語
学
却)
と
連
関
す
る
(
小
松
英
雄

氏
の
「
平
安
末
期
畿
内
方
言
の
音
調
体
系
H
」

《
国
語
学
四
国

に
批
判
が
あ

るO)
なお 、
ア
ク
セ
ン
ト

史
資
料の
翻
刻に
「
古
今
訓
点
抄
総
索
引」
(
神

戸
大
学
国
語
研
究
会)
が
出
た 。

「
複
合
動
詞
変
遷
上の一
問
題
||『

他
動
詞+
出づ』
か
ら
『
他
動
詞

+
出
だ
す』
へ
|14」

(
関一
雄 、
言
語
と
文
芸 、
五)
は 、
た
と
え
ば
「

言ひ
出づ」
か
ら「
言ひ
出
だ
す」へ
の
変
遷
を
跡づ
け
て
あ
り 、
中
世
末に

は
その
傾
向
が
か
な
り

進ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る 。
中
世
末に
「
行
イ

テ」
「
行ッ
テ」
「
イ
テ」
と
三
様の
音
便
形
が
並
び
存
し
た
こ
と
は
知
ら
れ

て
い
る
が 、
そ
れ
が
「
行ッ
テ」
に
定
着
し
て
行っ
た
理
由
を
追
求し
た
も

の
に 、
「『
行
く』
の
音
便」
(
橋
本
四
郎 、
女
子
大
国
文
ロ)
が
あ
り 、

受

容
者の
立
場
を
顧
慮
す
る
表
現
態
度に
導か
れ
た
と
の
説
明が
与
え
ら
れ
て

い
る 。
同
氏の
「
勤
詞
活
用の
変
遷」
(
解
釈
と
鑑
賞 、
三)
は 、
と
か
く

外
形の
変
化に
偏し
て
見
が
ち
な
活
用の
変
遷
を 、
活
用
形の
機
能の
変
化

と
関
述づ
け
て
と
ら
え
た
点に
注
意
すべ
きで
あ
ろ
う 。

助
詞
も
あ
れこ
れ

問
題と
さ
れ 、
「
中
世の
接
続
助
詞
『か
ら』
に
つ
い
て
の一
問
題
||

『

毎
月
抄』
の
文
章と
『
徒
然
草』
十二
段の
解
釈に
ふ
れ
て
||」

(
山
口

朝
子 、
未
定
稿
6)
は 、
故に
の
意と
見
ら
れ
る
「か
ら」
を
鎌
倉
期の
文

献に
見
出
だ
し
て
検
討し 、
そ
れ
に
基づ
い
て
徒
然
草
十二
段の
「
さ
る
か

ら
さ
ぞ」
の
解
釈に
新
見
を
示
し
た
もの
で
あ
る 。
「
助
動
詞
『ら
む』
の

通
時
的
考
察」
(
山
田
珠
子 、
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
会
誌
3) 、
「
助
詞

『ま
で』
の
通
時
的
考
察」
(
藤
井
美
佐
子 、
同
誌4)
は 、
と
もに
中
世

に
お
け
る
用
法に
及ん
で
お
り 、
こ
と
に
後
者は 、
今
昔や
平
家に
見
ら
れ

る
特
異
な
点に
も
言
及し
て
あ
る 。
か
よ
う
な
助
認の
中
世に
お
け
る
用

法 、
前
代と
の
相
違
な
ど
に
触
れ
た
もの
は 、
「
古
典
文
法の
総
合
探
究・

助
詞
篇」
(
国
文
学、
解
釈
と
教
材の
研
究 、
七
月
増
刊)
に
多い
け
れ
ど
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も 、
題目
等は
紙
憶の
都
合で
省
略に
従う 。
「
中
世の
副
助
詞
111ダ

ニ

と
サへ
の
隆
替
||」

(寺田ゆ
き 、
女
子大
国文日)
は 、
ダニ
が
鎌
倉

期以
後
衰えて
サへ
に
とっ
て
代わ
ら
れ 、
添
加の
意の
サへ
が7
デに
移

る
移りゆ
きを取
級っ
てい
る。
「『花を
見るの
記』
の
言い
方の
成
立追

考」(
小林
芳規 、
文
学
論
渓U)
は 、
従
来この
言い
方が
活
用形の
誤

用に
よ
ると
か 、
江
戸末
期の
漢
文
訓読に
出たと
か
言わ
れたの
を 、
実

は
室町末
期か
ら
あり 、
桂
庵和
尚家
法
倭点に
よる
もの
と
する。

語
実の
面で
は 、
「口
語的
表
現の
語
葉
『
||か

す』」
(吉田
金
彦 、

国
語
国文 、
四)
が
あっ
て 、
右の
形の
語に口一語
性を認め 、
無
意
識的

な
傍
観的
悩態
表
現の
接
尾
語と
説く 。
「
機悔
考・
女
郎考」(亀
井
孝 、

ザ
シ
ギ

国
語学お)
は 、
サン
ゲが
ザン
ゲに
変っ
た
理
由を
「
断
悦」
との
関連

に
ありと
し 、
「
女
郎」
を
「上
泌」
に
出たと
して 、
語
形・
語
義・
価

値
関係に
周
密な
考
察を加
えた
もの
で 、
「
女
郎考
追記」
(同
氏 、
国
語

学却)
は
その
追
補で
ある。
「『子と
ろ』
遊びの
唱えごと」
(
佐
竹昭

広 、
同誌却)
も 、
前
年発
表の
ヒ
ト
クメの
論に
補い
加
えるとこ
ろが

ある。
「こ
け
猿考」
(福
島邦
道 、
未
定稿6)
は 、
従
来の
醜
汚な
猿と

する
説を改め
て
「
痩せ
た
猿」
の
意と
解する
もの
で
あるが 、
一
義的

に
説きお
お
せ
るかの
点で
は
還っ
た
考
も出ょ
う 。「シャ
ボンの
語源」

(石
綿
敏
雄 、
こ
とば
の研
究)
は 、
この
語の
葡語・
西
語
借入
説を綿

密に
比
較検
討し 、
確
定しに
くい
け
れど
も 、
西諮に
や
や
分が
あるの

で
は
ない
か
と
結ん
で
ある。
穏当な
論と
言うべ
きで 、
少な
く
も一
方

的に
葡語と
見た
従
来の
説に
盲
従するこ
と
は
控えなけ
れ
ば
な
る
ま

続い
て
辞
書
関係の
論文を
見ると 、
ま
ず「
訓読
史上の
図
書察本類

家名
義抄」
(築
島
裕 、
国
語学訂)
は 、
この
書に
お
ける
原典引
用の

忠
実な
態
度を
確か
め 、
そこに
引
用された
もの
が
平
安
朝の
訓
点を知

るべ
き
貴重な
資料で
あるこ
と 、
さらに
この
蓄の
成立が一
O
O
O年

前後に
あるで
あ
ろうこ
と
を述べ
た
もの
で
あ
る。
「類
衆名
義抄の
逸

文」(平
岡
定
海 、
言語と
文
芸 、
こ
に
は 、
観
智院本と
小
異の
ある

本の
逸文四
O項
余が
紹
介され
た 。
「国立
国
語
研究所
蔵慶長九年
本

節用集につ
い
て」
(広浜文
雄 、
と
とば
の研
究)
は 、
標題の
書
(零

本 、
ィlヲ
部)
の
書誌学的
研究で 、
印度本
系
統の
永禄二
年
本類
第

二
種
本に
属
するとい
う 。
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近

世

近
世話につ
い
て
は 、
「国
語と
国文
学」
の
十
月
特集
号
「近
世語研

究の
問題と
方
法」
と 、
「
解釈と
文
法6」
とに
多
くの

論文が
集まっ

てい
る。
前
者の
巻頭
論文
「
近
世話
研究の
意
義につ
い
て」
(時
枝
誠

記)
に 、
音
声
言語の
史的
研
究偏重をい
まし
め 、
文
語を含め
た
幅
広

い
研
究体
系の
樹立が
要望され 、
こ
れに
応じて 、
「
近
世話の
性格

ーー

近
世話
研究の
問題
点に
関して
||」

(松村
明)
に
は 、
口
語と
文
語

との
混
合 、
上
方語と
江戸語との
かか
わ
り

合い
如何を追
求するとこ

ろに 、
今
後の
研究上の
問題点が
あると
される。
その
文
語は 、
「
近

世
文
語の
諸
相」
(吉田
澄
夫)
に 、
用
字・
文
体上の
分類に
基づ
く

詳

細な
記
述が
なされてい
る。
上方語と
江戸
語との
関係
如何を
尋ね
よ

うと
する
時 、
東
国語が
問題に
なるが 、
それにつ
い
て
は 、
「江戸
語

と
関東方
言」
(金田弘)
に 、
関
東方言の
特徴と
認め
ら
れる
事項を

中心と
して
江
戸語との
関係が
と
り
あげら
れ 、
その
資料は
「近
世
東
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国語の
資
料」
(中村
通
夫)
に
四
期に
分けて
克明に
数え
あげら
れて

い
る。
その
中に
は
あがっ
てい
ない
よ
うで
あるが 、
東
国側
抄物の一

つ
と
し
て
「
高国代
紗」(
外山
映次 、
未
定稿7)
が
紹
介され 、
この

抄に
使
用された
国語の
性格が
検
討されてい
る。
東
国語の一
面を
伝

えてい
ると
認め
ら
れるの
で 、
数
少い
この
種
資
料に一
つ
を加
える
も

の
で
ある。
なお 、
同誌に
は
「お
あむ
物語」
(石
井文
夫
校訂)
の
翻

刻が
収めて
ある。

こ
の
期の
語
法を
問題と
し
た
もの
に
は 、
待
遇表現を
取
扱っ
たの
が

多い 。
「
近
世
前期の
待
遇
表
現」
(山
崎久
之 、
国
語と
国文
学、
十)
と

「近
世
後
期の
待
遇
表
現」
(辻村
敏
樹 、
同誌)
と
が
対をなし
てい
て 、

前
者は
待
遇
表現の
体系
的把
握を
意
図し
て 、
人
代名
詞とこ
れに
対
応

する
表
現に
注
意し 、
後
者は
近
世
後
期に
発生して
今日に
至る
数語に

し
ぼっ
て
考
察を加
えて
ある。
その
うちの一

つ
は 、
同
氏の
「『お
・

・に
な
る』
考」
(
国文
学研
究お)
に
詳論が
あり 、
もと
武家の
文
章

語か
ら
出て一
般化し
たと
されてい
る。
「
後
期江
戸語に
お
ける
『デ

ス』・『デア
リマ
ス』・
『マ
セ
ン
デシ
タ』」
(
小島俊
夫 、
国
語
学却)

は 、
こ
れ
らの
誇語が
すでに
江
戸末
期に
行わ
れてい
たこ
と
を
文
証
を

あげて
述べ
た
もの 。
この
ほか 、
「
近世
後
期の
上
方語」(
島田
勇
雄 、

国
語と
国
文
学、
十)
は 、
その
資
料と
助
詞・
助
動
詞の
用
法につ
い
て

述べ
た
もの
で
ある。
「
江
戸ッ
子の
終
助
詞」
(福
永
静
哉 、
女子
大
国文

ロ)
に
は 、
文
化文
政ご
ろの
作品に 、
江
戸ッ
子
気質の
あらわ
れか
と

思わ
れる
終
助
詞の
使い
ざ
まが
見ら
れるとい
う 。
なお 、
「
江
戸語に

お
ける
打
消の
表
現につ
い
て」
(
中村
通
夫 、
中央
大
学文
学
部紀
要 、

文
学
科7)
が
ある
よし
だ
が 、
未
見で
ある。

次に
作家で
は 、
西
鶴と
近
松と
が
中心を
占め
ると
言っ
て
よい 。
「

西
鶴の
文
章と
近
世話
法」
(
島田勇
雄 、
解釈と文
法6)
は 、
体
言・

用舌一口・
付
属語につ
い
て 、
西
鶴の
作品の
上に
近
世的用
法と
西
鶴の
特

異な
点と
を
見 、
「西
鶴の
文
章上に
於ける
細心の
注
意」
(森
銑三 、
解

釈 、
四)
や
「一
代
男の
手法」
(同氏 、
同誌 、
七)
は 、
語の
選
択や

使い
分
けの
周
到な
用意を
指摘す
る。
「西
鶴の
文
章の
解釈と
文
法上

の
問
題
点」
(神
保五
弥 、
解釈と
文
法6)
で
は 、
西
鶴の
文
体あるい

は
修辞・
表
現技
法上の
特色をお
さえて 、
解釈の
要
点を
説
き 、
「
西

鶴の
文
章の
文
脈・
主
語・
述語の
把
握」
(杉
本つ
とむ 、
向上)
は 、

い
わ
ゆる
俳諮
的
修辞
法を
「ぬ
け」
の
手法に
よっ
て
説明し 、
短句
構

成の
長文に
お
ける
述
語と
そ
れに
対する
主諮・
主題の
かか
わり
合い

を
説い
て
解
釈
上の
ポ
イン
ト

を
示す 。
一
人
称と
三
人
称との
交
錯につ

い
て
は 、
「
西
鶴の
文
体
||人

称の
変化
||」

(金
井寅
之助 、
渚心
国

文2)
に
くわ
し
く 、
各
作品の
章
首の
文
体・
修辞に
着目して
作者の

美文
意
識をさぐり 、
創作
態
度との
関連に
おい
て
その
推移を
見た
も

のに
「
西
鶴の
美文
意
識
ーーその

推移の
概
観
111」

(掘
章男 、
武
庫

川
学
院
女子
大
学紀
要6)
が
ある。

西
鶴の垣間
実に
関して
は 、
文学作品
以外に
も
渉っ
て
広く
例証を
尋

ぬべ
きこと
な
ど 、

研究上の
留
意
点を
述べ
た
「
西
鶴語
繋の
諸問題」

(前回
金五
郎 、
国
語と
国文
学、
十)
が
総論
的位置に
立つ
が 、
こ
の

方面に
数々
の
業
績を
示される
氏の
立
言と
して
重さ
を
もっ 。
氏に
は

なお
次の
諸
篤が
ある。
「西
鶴の
文
章に
お
ける
語
裳と
用字法の
特色」

(
解釈と
文
法6)
に
は 、
い
わゆる
難語で
な
く 、
ご
く平

凡な語に
も

古
典的
背景の
まつ
わ
る
ものの
あること
を述べ 、
簡
単なが
ら
用
字法
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研
究の
重
要
な
視
点に
も
触
れ
て
あ
る 。
個々
の
語
を
と
り

上
げ
た
もの
に

は 、
「
西
鶴
用
語
小
考」
(
言
語
と
文
芸 、
二 、
「
近
世
用
語
例一
二」
(
国

語
学
幻)
な
ど
が
あ
る 。
つ
い
で
に 、
後
者で
疑
問と
さ
れ
た
速
歩
色
葉
集

-t

v
ト
ピ
ヲ

(
三
ケ
尻
氏
校
訂
本)
の
「
世
度
扉」
は 、
京
大
図
書
館
蔵
元
包
本に
は
「

セ
ドヒ」
と
仮
名づ
けし
て
あ
る
こ
と
を
書
き
添
え
て
お
こ
う 。

近
松
関
係で
は 、
そ
の
諸
作
品
を
資
料と
し
て
近
世の
語
法
を
記
述
し
た

もの
に 、
「
近
松の
文
章と
近
世
話
法」
(山
崎
久
之 、
解
釈
と
文
法6)
が

あ
り 、
口
語
を
主
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も 、
文
語に
も
触
れ
て
あ
る 。
多
く

文
語
で
もの
さ
れ
た
地の
文
と
口
語
的
要
素の
かっ
た
会
話の
文
と
に
分
け

て
見
た
の
は 、
「
近
松の
作
品の
地の
文
と
会
話
文の
文
法」
(
真
下三
郎 、

向
上)
で
あっ
て 、
こ
こ
に
は
遊
女の
「ん
す」
こ
と
ば
を
もと
り
あ
げ
て

あ
る
が 、
そ
れに
関
述
す
る
もの
と
し
て
は 、
同
氏の
「
近
松と
ご
ざ
り
ん

す」
(
国
文
学
致幻)
や
「
遊
女
語の
生
滅
||

祇
園と
島
原
||」

(
近
世

文
芸
稿
1)

な
ど
が
く
わ
しい 。
後
者
は 、
「ん
す」
こ
と
ば
が
初め
島
原

の
遊
女の
問
で
用い
ら
れ 、
後に
川
東に
も
移っ
て
いっ
た
事
実か
ら
そ
の

理
由に
ま
で
及ん
だ
もの
で
あ
る 。
ま
た 、
町
家の
女
性と
遊
女と
の
敬
意

・
丁
寧
表
現
を
中
心
に
のぺ
た
「
近
松に
見
ら
れ
る
女
性一諸」
(
国
語
と
国

文
学、
十)
も
あっ
て 、
女
性
語
を
主
軸と
す
る
論
考
が
多い 。
一
面
特
殊

な
文
語
文
と
し
て
の
道
行
文の
変
遷
を
た
ど
り 、
そ
の
線
上に
近
松の
道
行

文
を
据
え
て
考
察し
た
「
道
行
文の
解
釈と
文
法」
(
大
久
保
忠
園 、
解
釈

と
文
法6)
が
あ
り 、

右の
論
文
で
も
触
れ
ら
れ
た
出
典の
問
題
右
中
心

に 、
近
松
解
釈
上の
問
題
点
を
指
摘し
た
もの
に
「
近
松の
文
窄の
解
釈
と

文
法
上の
問
題
点」
(
吉
田
澄
夫 、
向
上)
が
あ
る 。

西
鶴と
近
松
以
外に
は 、
「
俳
句
俳
文の
解
釈と
文
法
上の
問
題
点」
(
浅

野
信 、
同
上)
や
芭
蕉の一
書に
し
ぼっ
た
「
奥の
細
道の
解
釈と
文
法
上

の
問
題
点」
(
森
修 、
向
上)
が
あ
り 、
ま
た
「
雨
月
物
語の
解
釈と
文
法

上の
問
題
点」
(
福
島邦
道 、
同
上)
も
あ
る 。
い
わ
ゆ
る
擬
古
文に
つ
い

て
も 、
美
文
的
な
修
辞
型と
達
意
を
む
ね
と
し
た
論
理
型と
の
こ
類
を
認

め 、
注
意
すべ
き
文
法
上の
要
点
を
捉
え
た
「
近
世
擬
古
文の
解
釈と
文
法

上の
問
題
点」
(
池
田
勉 、
向
上)
が
見
ら
れ
る 。

外
国
人
関
係の
資
料に
よ
る
もの
で
は 、
「
倭
語
類
解
考」
(
土
井
洋一

浜
田
敦・
安
田
章 、
国
語
国
文 、
九)
に 、
音
韻・
語
法・
語
業の
各
面

に
わ
たっ
て
詳
密
な
考
察が
加
え
ら
れ 、
特に
諺
文
表
記に
基づ
く

音
韻の

考
定に 、
ま
た
所
収
語
奨の
性
格の
検
討
な
ど
に
聞
くべ
き
点が
少
な
く
な

い 。
同じ
く
朝
鮮
関
係の
もの
に 、
「『
桑
緯
筆
語』
に
よ
る
国
語
音の
研

究」
(
大
友
信一 、
文
芸
研
究犯)
が
あっ
て 、
や
は
り

諺
文
表
記に
よっ

て 、
宝
麿ご
ろ
の
オ・
ウ
母
音
やハ
行
子
音の品目
伽
推
定が
な
さ
れ
て
い

る 。
蘭
学
関
係で 、
「
国
語
史
研
究ノ
l
ト
||

前
文
典
をめ
ぐっ
て
||」

(
杉
本っ
と
む 、
国
文
学
研
究
初) 、
「
近
世に
お
け
る
外
国
語の
摂
取と
そ

の
影
響
||

近
代
日
本
謡
史の一
側
面
||」

(
問
氏 、
国
語と
国
文
学、

十)
は 、
蘭
書の
邦
訳が
近
代日
本
語に
及
ぼ
し
た
影
響
を 、
文
体・
翻
訳

借
用
語の
両
面に
つ
い
て
考
察し
た
もの
で
あっ
て 、
近
代
語
生
成
過
程の

二四
を
解
明
す
る
労
作と
し
て
注
意
すべ
き
もの
で
あ
る 。

さ
きに
あ
げ
た
もの
の
ほ
か
に 、
語
集につ
い
て 、
「『女
郎』
の
語のニ

ュ
ア
ン
ス」
(
亀
井
孝 、
国
語
学
幻) 、
「
虹二
題」
(同
氏 、
向
上) 、
「
近
世

俗
話ノ
i
ト

判」
(
前
田
勇 、
大阪
学
芸
大
学
紀
要7) 、
「
浮
世
床の
数の

隠
語
十
六
文に
つ
い
て」
(
福
永
静
哉 、
女
子
大
国
文は〕
な
ど
が
出た
ほ

か 、
「
蛸」
に
つ
い
て
の
論に
「
芭
蕉の
書
簡に
於
け
る
『
蛸』
の
意
味」
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(倉田
敏
夫 、
解
酔 、
五)
と
「『誹風
末
摘花』
に
於ける
『蛸』
の
意

味」
(藤
木三
郎 、
向
上 、
九)
と
が
ある。
な
お 、
「近
世話
研究文
献目

録」
(福
島邦
道 、
国
語と
国
文
学、
十)
は 、
こ
の
年六
月までの
もの

を
含み 、
研
究
者を
便するとこ
ろが
大きい 。

現
代

付
研

究

史

昭和三十四年におげる国語学界の展望一国語史(中世以降 ) ー

現代の
国語
を
共時論
的に
取
扱っ
た
もの
はい
ろい
ろ
あ
る
け
れ
ど

も 、
歴
史的
観
点に
立っ
て
と
り

上げた
もの
は
あん
がい
少ない 。

「
明
治初
期の
言語の
生
態」
(
進藤
咲
子 、
言
語生
活 、
九)
は 、
国

立
国語
研究
所に
あっ
て
明
治十・
十一
年の
新
聞
用語の
調
査に
従っ
た

筆
者が 、
当
時の
言語
生
活の
実体を
さぐり 、
用語や
文
体などにつ
い

て
述べ
た
もの
で 、
同
氏の
「
明
治初
期の
小
新
聞に
あらわ
れた
談話
体

の
文
章」(と
と
ば
の研
究)
と
相
補う一
連の
論
考で
ある。
後
者に
は 、

デス・
デア
リマ
ス・
デアル
を
用い
た
文
末
表
現 、
俗語や
卑語
すらま

じ
えた
用
語
など 、
話し
言
葉的特
徴の
認め
ら
れる
事実が
示されてい

る。
「
明
治
初
期の
文
献に
あ
らわ
れ
た
尊
敬表
現
『お
(ご)
・に

な

る』
につ
い
て」
(山田
巌 、
こ
と
ば
の研
究)
は 、
前
掲辻
村敏樹氏の

論
文に
あると
お
り 、

近
世
末
期に
源を
発し
た
右の
言い
方が 、
明
治初

年に
は
ま
だ
多く
は
ない
の
に 、
同
十
年ご
ろの
新
聞に
はか
なり
姿を
見

せ 、
次
第に
尊
敬表
現の
体系内に
座
を
占
めつつ
あっ
たこ
と
を
述べ

た
もの 。
「
明
治初
期の
新
聞の
用語」
(国立
国
語研
究
所
報
告白)
は 、

郵
便
報
知
新
関(明治
十

l十一
年)
の
用語
調
査で
あっ
て 、
詳細な話回

実
表を
掲げた
う
え 、
表記・
用
諮・
文
体
等に
つ
い
ての
研究を
収めて

い
る。
また 、
「訳
語の
方
法」(森
岡
健二 、
言
語生
活 、
十一一)
に
は 、

幕
末か
ら
明
治中
期に
至る
までの
漢語
訳の
種々
相を
述べ 、
訳語と
し

て
漢語
を
採用するに
つ
い
て 、
媒
介と
して
英華
辞
書 、
特にロ
プシャ

イ
ドの

それが
大きく
影響してい
るこ
と
を
指
摘して
ある。

現代の
方
言中に
古語の
残存を
見た
ものに 、
「ソ
lロ
!
と
現代
方

言」「古代の
終止
形の
名
残り」(と
もに
金田一
春
彦 、
国
語学幻)
が

ある。
前
者で
は 、
伊豆
利
島に
終助詞的なソ
lロ
ー

が
あり 、
類例は

他の
地
方に
もあるとこ
ろか
ら 、
現代
東
京語の
「サ」
もそれらと
同

趣の
もの
か
と
され 、
後
者で
は 、
方
言中に
連
体形に
摂せ
ら
れる
以
前

の
終止
形の
残存と
すべ
き
もの
が
あるとい
う 。

終りに
研
究史の
方面を
眺め
ると 、
ま
ず
「
鈴木
朗と
その
著述」
(

市
橋
錦 、
説林6)
に 、
朗の
閲歴をまと
め
たのに
続い
て 、
国語学・

漢文
学・
医
学その
他
多方
面に
わ
たる
著作が
列挙されてい
る。
期の

著
作に
閲して 、
「『言語四
種
汚』
か
ら
『言語四
種論』
へ」
(古田東

朔 、
文
芸と
思
想凶)
は 、
言語四
種論の
書誌的考
察 、
「『活
語
断
続

譜』
成立
時
期私
見」
(同
氏 、
解釈 、
ニ)
は 、
享和三
年六
月と
言わ

れるこ
の
書の
成立を 、
翌文化元
年十一
月に
引下げよ
うと

する
もの

で
ある。
「
山口
茶小
考」
(三
木幸信 、
女子大国文日)
は 、
初
稿本・

精撰
本を経て
刊本
成立に
至る
経緯を
明か
すとと
もに 、
その
義門著

作中に
占め
る
位置を
考
察し 、
従
来「詞八
街疑
問」
が
山口
茶の
稿
本

と
されたの
を
訂した
もの
で
あり 、
同
氏の
「
松坂訪
問」
(同誌は)

は 、
義門の
春庭
訪
問を
文化十年春と
推
定し
た
もの
で
ある。
なお 、

前
年に
ひ
き
続い
て 、
同
氏
校注の
「
活語
余
論」
の
翻刻が
なされてい

る
(女子
大
国文u
uu) 。
「
雅言通
載」
に
関して 、
前
年土
井忠
生先

生の
論
考が
あるが
(国
語国文 、
十
二 、
同
書の
写
本二
種が
「宮内
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庁
書
陵部
雅
言通
載につ
い
て」
(
杉
本っ
と
む 、
解
釈 、
七・
八・
十)

に
くわ
し
く
紹
介された 。
明
治初
期に
入つ
て
は 、
「『和
漢混
漏文』
と

い
う名

称の
起
源」(見
坊豪
紀 、
こ
と
ば
の研
究)
で 、
今日
通用して

い
るこの
名
称が 、
事実その
もの
よ
り
は
ずっ
と
新し
く 、
明
治十一
年

小
中
村
清
矩の
命名に
か
か
ること
が
明らかに
され 、
「中
根
淑
『日
本

文
典』
の
拠っ
た
もの
ll明

治初
期
洋風文
典原
典考2
||」

(
古田

東
朔 、
解
釈 、
こ
で 、
右文
典の
拠りどこ
ろ
は
開
成
所
版「
英吉
利文

典」
に
為
ること
が
示された 。
辞
書
史の
方面で
注
目
すべ
きは 、
「
漢

和
辞
典の
成立」
(山田
忠
雄 、
匿
語学却)
で
ある。
明
治以
後の
もの

が
問題に
されたの
はこ
れが
最初か
と
思う
が 、
豊
富な
資料に
基
づ

き 、
広
くわが
国
辞
書
史を
見通し
た
観点か
ら
綿
密な
考
察が
なされて

い
る。
附録
「本郵
辞書
史概
説
附
表
||会玉

篤か
ら
漢
和
辞
典へ
l」

に
は 、
実に
七百
種に
近い
辞
書が
登
録されてい
る。

28 

以
上まこ
とに
拙い
羅列に
終っ
たが 、
当然と
り
あげるべ
き
もの

を
聞漏らし
た
り 、

見当は
ずれの
要
約をし
たりし
た
点が
多か
ろ
うと

思
う 。
それやこ
れや
非
礼を犯し
た
点につ
い
て
は 、
深くお
わび
申

し
あげる
次
第で
ある。
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